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描か れ た ， 壮大精緻 な ロ シ ア の 詩文学の 像は ， 主 と して お教えを うけ た者が翻訳に 参加

した ， わ が 国で 初め て の ロ シ ア 詩の ア ン ソ ロ ジ ー 『ロ シ ア 詩集』 （修道社， 1958年）に

よ っ て ，そ の 一
端を うか が うこ とが で ぎる 。

　先生が ロ シ ア の 詩人 の 中で 殊に 愛 され た の は ， ネ ク ラ ーソ フ で あ っ た 。

　 「ヴ ォ ル ガ の ほ と リへ 行 っ て み よ　　誰 の うめ きが ひ ろが っ て い るか 　こ の ロ シ ヤ の

大河の 上に ？　 こ の うめ きは 　 うた と　　曳き舟の うた と よばれ て い る ！……」（『大玄

関わ きの 黙想』）先生 の 朗唱 が 今 もあ ざやか に 耳に ひ び く。 先生に は ，rデカ ブ リ ス トの

妻』や ，r赤鼻 の 酷寒 （マ ロ ー
ス ）』や r ロ シ ヤ は誰に 住み よ い か 』 な どの 名訳 が ある 。

　 さら に ， 記憶され る べ きは ， わが ロ シ ア 文学会 の 創立 に は た さ れた 大い な る ご功績で

ある
。 日本 ロ シ ア 文学会は ，

1951年 7 月に 創立総会が東 京で もたれ ， 翌年か ら年に 1 度

総会 と研究発表会が 定期的に 開か れた ほ か ，
卩 シ ア 語 ロ シ ア 文学の 普及の た め 東京や仙

台 で 幾度か 公開講演会が催 された 。 学会報 告も1955年に 第 1 号が 出 され る よ うに な っ た

が
， 11本 ロ シ ア 文学会の 前身の 「プ ー

シ キ ン の 会」以来 ，
つ ねに 縁の 下の 力持ち として

献身的に 学会の 雜務をに なわ れ たの は ， 谷先生 で あ っ た 。 学 会の 今後 の 進路を思い 定め

るた め に も， 創 tt．時の 原点 と諸先輩の 労苦は ， 永遠に 記念 され る べ きで あろ う。

中 村 融 氏 を 偲 ん で

米　　川　　哲　　夫

　本年 4 月29日 ， 中村融氏が心不 全 で 亡 くな られ た 。 享年78歳で あ っ た 。 氏は 本学会創

立 以来の 会員で あ り， 長年に 渡 っ て 理事を務め られ ， また 明治大学在勤中は専任 1人の

とこ ろを， 2 度 も研究発表会
・
総会の 当番校の 大任を果 された 。

　氏は 明治44年長崎県五 島で 下永家に 生 を受け られ ，小 ・ 中学校を東京で終 えた あ と，

東京外 国語学校露語部に 入学 され た 。 在学中か ら P シ ア 文学に 傾倒 し ， 故中村白葉先生

に 師事 し ， 昭和 9 年に 卒業後 ま もな く， 白葉先生の 御長女 と結婚 し ， 中村家を継 ぐこ と

と な っ た 。 卒業後は 幾つ か 職 を変え られた が ， 昭和 14年に陸軍大阪幼年学校に ロ シ ア 語

教官 として 就職 され ， そ れ以後 ， 戦後明治大学で約30年問教鞭を と っ て 70歳 の定年 で退

職 され る ま で ， 終年 の 前後数年をの ぞい て ，
ロ シ ア 語 ・ロ シ ア 文学 の 教育に た ずさわ ら

れ た 。 その 間 に 東 京大学教養学部や青山学院大学の 教壇 に も立 た れ て い た 。

　氏が生涯 で最 も心 血を注い だ の は ロ シ ア 文学 の 翻訳紹介 で あ っ た こ とは ， 言 うまで も

ない 。 その 訳業に は 『死せ る魂』， rけむ り』，
　 rル

ー
ジ ン 』，

　 r戦争 と平和』，
　 rア ン ナ ・カ

レ ー ニ ナ 』， rサ ハ リ ン 島』 な ど19世紀 ロ シ ア文学の 大作が あるが ， 代表的 な翻訳 とし て

挙げた い の は ， 戦争巾に 訳を 進め られ ， 戦後昭和 23年か ら29年に か け 次 々 に 発表 された

『ガ ル シ ソ 全集』 2 巻 ， A ．K ．トル ス トイ 『白銀 公爵』， コ ロ レ ソ コ 『マ カ
ー

ル の 夢』

『盲音楽師』等 ， 初期の お仕事 と， 帋父白葉先生 との 共訳 『トル ス トイ全集』（河 出書
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房新社）で ある 。 後者 で は 目記 ・書簡の 全部 と論文の 大部分を分担 されて い る 。 冬の 寒

さ の なか 明治大学 第二 部の 授業 の あ とも 1 日も欠 か さず仕 事を続け られて い た と言 う。

氏はそ の 言葉 の よい 意味で の 翻訳家で あ っ た 。

　氏は 酒を こ よな く愛し ， 軽い 脳硬塞 の あ とも酒を止め なか っ た 。 少 しは に か む よ うな

笑み を浮か べ なが ら 口 に す る毒舌 も ， も う聞 くこ とが 出来 ない
。

佐 々 木秀夫先生 を悼む

小　　島　　基　 　次

　昨年度 の 学会が早 大で行なわ れた
一

週 間後 の 10月 21 日に ，先生 は 享年64歳 で 永眠 され

ま した 。 先生は 本学会 に と っ て は 昭和 27年の 第一回か らの 研究発表者 として ， ほ とん ど

毎年 の よ うに 研究報告をされて こ られた こ とは 広 く知られて お り， ま た 中部支部 の 理事

とし て も御尽 力され て きま した 。
こ の よ うな先生 を突然失 っ た こ とは 私達に と っ て 痛恨

の 極み で あ ります 。

　先生 の 専門分野は 問知の よ うに ロ シ ヤ 語史 と ロ シ ヤ 古文で ， ほ ぼ独 自で 築か れ て こ ら

れた分野だ と思わ れ ます 。 先生 の こ の 専門分 野は 東京外国語 大学の講師 とし て遺憾 な く

発揮 され ， 実に 25年 もの 長きに 渡 っ て学生た ち に 御熱心に 教授され て きました 。 私が学

生 として 先生 の 講義 と演習 に参加 させ て もらい 得た もの は ， 語史の 講義に お け る息継 ぐ

暇を 与えぬ程 の 板書の 速 さや ， 古文演習に お け る
一

語た りとも疎か に せ ぬ 古文読み の 緻

密 さ な どで した が ， これ こ そ正 に 先生 の 真骨頂 と言 うべ きもの で
， 教場 で 学生た ち に 接

し て 教え る こ とが生 ぎ甲斐 だ っ た の だ と思えて ぎます 。 先生 の 教場 で の 実践は ， 『ロ シ

ヤ古文典』 シ リ
ーズに 如実に 反映 され て お り， 特に 《音韻考》は 優れ て 教育的な配慮が

され た ， 歴史的な記念碑に 値い す る程の 名著だ と見な され て い ます 。

　講師をやめ られ た 後は ，私が世話役 とな り同好の 士 を募 っ て ， 先生は ロ シ ヤ 占文研究

会 Kono を主宰 され て きま した が ， 月
一．．一

回の 例会の 折に は 向前で 浜松か ら一E京 され て ，

6 年闘 も私た ち会員｝こ厳 し さ と愛瘠を持 っ て 指導に 当た られ ま した 。 KOJIO の 研究活

動は 《文献註釈》 の 形で ま とめ られ ， そ の 2 冊目の 刊行 と同時 に逝去され た こ とに な り

ます 。

　残 され た 私た ち の 使命は ， 生前の 先生か ら直に 頂い た 薫陶の 数 々 を礎に し て ，先生 の

目指 された もの に
一・
渉 で も近 付 く不 断 の 努力 しか あ りませ ん 。 慈愛に溢れた 先生 の こ れ

まで の 御恩に 感謝 し つ つ ， こ こ に謹ん で御冥福を お 祈 り致 し ま す 。

◎ 1990年度 （第39回）総会 ・研究発表会は
一
ド記 の 要領で早稲 田大学 文学部 に おい て 開催

　 された 。

　 10月13 日 （金）　 午前　開会式 ， 研究発表会 。
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